研究会のご案内
平成20年7月23日

　グローバルCOE「コンフリクトの人文学」、リサーチフォーカス「コンフリクトと価値」では、下記の要領で第2回研究会を開催致します。広くご参加いただきますよう、ご案内申し上げます。

記

講演者：下地　明友（熊本学園大学大学院・教授）

タイトル：「多文化間精神医学を総覧する：徴候、社会的身体、生の技法、物語とクロノトポス」（仮題）」
日時：平成20年8月2日（土）14:00ー16:00

場所：大阪大学　豊中キャンパス　文学部　中庭会議室

　　　http://www.osaka-u.ac.jp/jp/annai/about/map/toyonaka.html
　　（地図上2.3.4の建物に囲まれた中庭にあります。当日は土曜日のため、法学部側からは

　　　入れないと思いますので文学部側よりお入り下さい）
〈概要〉

臨床の現在で生起していることをめぐって、兆候を読むこと、文化・社会と身体性のループ効果、臨床の現場で創出せざるをえないそれぞれの生の技法、それぞれの環（ループ）とその境界（クロノトポス＝ジャンル）と関連してくる物語と反物語（非物語）などを焦点的に述べると共に、臨床的体験としての精神医学とシャーマニズムとの交差についても触れていただきます。
〈講演者紹介〉

熊本学園大学大学院教授（社会福祉学研究科・福祉環境学専攻）。精神医学、医療人類学がご専門で、同大学の神経精神科「医局」の関連病院を歴任した後、現職。文化精神医学、医療人類学を通して、病い（サファリング）をあらたな角度からとらえる方法を探索しつつ、現在、医療・保健・福祉という分野においてもあらたな視点を見い出そうとされています。

主な業績として、『文化精神医学序説−病・物語・民族誌』（金剛出版2001）（共編著）、『人生を物語る』（ミネルヴァ書房2001）（共著）、『女性とうつ病』（「なぜ女性にうつ病が多いのかという問いをめぐって：比較歴史・文化論的視点から」医薬ジャーナル2008）（共著）。訳書に『バイロン・グッドの医療人類学：病い・合理性・経験』（誠信書房2001）（共訳）、『PTSDの医療人類学』（みすず書房2001）（共訳）などがあります。

